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森鴎外・ドイツ留学最後の l年
Ogai Mori: the last year of studying in Germany 
坂本秀次$
From August 1884 to September 1888, Ogai Rintaro Mori, 
the most prominent writer in modern Japanese literature, lived in 
Germany as a military doctor with the Japanese Imperial Army. 
In the free atmosphere of Leipzig, Dresden, and Munich he had a 
bright and cheerful life. But his life in Berlin, which he visited 
last, was darker. 
At that time, Berlin was the capital of Germany, and Ogai 
was thus burdened with the duties of public and private inter-
course. He was especially under great strain when his superior, 
Tadanori Ishiguro, came to Munich to attend the 4th Inter-
national Red Cross Conference as a representative of Japan. 
In the light of the new literature available concerning the 
Ishiguro and Mori families, I would like to investigate the topic 
of "Ogai Mori: the last year of his study in Germany，” with 
particular attention to 
(1) the relations between Ogai and his fellow doctor 
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Taniguchi, centered around Ishiguro 
(2) the actual circumstances of Ogai’s military duty in 
Germany 
(3) Ogai’s sweetheart (Rei no Hito) through the eyes of 
Sozan (lshiguro’s sweetheart). 
はじめに
鴎外森林太郎は、陸軍衛生制度調査と軍陣衛生学研究を目的として明治17








































































































































































































































































































年齢 年月日年月 日 場所 滞在日数
23歳 明治17・10・12～17・10・22 ベルリン 10日
10・22～18・10・11 ライプチッヒ 12ヵ月
24歳 18・10・11～19・3 • 7 ドレスデン 5ヵ月
25歳 19・3・7～20・4 • 15 ミュンへン 1年 2ヵ月







森 静男 通 森 篤次郎 通
明治17 9 • 4～12・20 2 12・20～月日未詳 2 
18 1 • 1～12・27 22 1 • 1～月日未詳 24 
19 1 • 5～6・29 11 3 • 2～月日未詳 9 
小計 35 37 
日本近代文学館所蔵（取材メモより）
19 4 • 3～12・29 14 3. 9～12・29、末詳 17 
20 1・6～12・9 22 1・6～12・9、未詳 17 
21 1 • 5～5・8 8 1・8～5・9 8 
小計 44 42 











1 • 25～12・未詳 22 
1 .初旬～月日未詳 9 
31 
3・未詳～9・1 3 
2 • 28～10・初め 6 
1 .初め～3・20ごろ 4 
13 
44 






























































































































3 4 5 9 10 11 15 16 17 18 19 2021 22 23 26 
2 3 5 6 8 9 10 1 13 14 17 18 19 21 22 3 24 25 27 29 I 20 I 10 
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7 1 3 4 56 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 20 24 25 29 30 20 11 
8 1 8 10 14 15 18 21 2 24 25 10 21 
9 5 6 8 9 10 1112 8 22 
10 13 14 15 617 5 26 
11 29 1 29 
12 1 4 5 7 8 11 13 1617 2122 29 12 19 
21 1 5 6 7 1314 15 2122 25 26 27 28 12 19 
2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 12 13 19 20 24 25 26 27 28 20 9 





































4. 『独逸日記j岩波決定版「鴎外全集」第35巻 p .124参照
「石黒氏の書到る。日ふ、軍事を学ぽんとて、多く日を費すこと勿れ。宜く普通衛生の
ー科を専修すべしと。」（明治19年1月3日）









7. 『独逸日記』岩波決定版「鴎外全集j第35巻 p .151参照
（明治19年10月25日）「谷口謙伯霊に到ると報ず。その受くる所の学費は余の額に比
すれば頗る多しとぞ。」
8. 『独逸日記J岩波決定版「鴎外全集」第35巻 p .172～p .175参照
（明治20年9月27日）「谷口酔中余に調て日く。今回の会君の重力多きに居る。僕力の
君に及ばざるを知る。然れども、僕微りせば誰か能く石黒の為に柾席の周旋を為さんと。」



























































「在徳記」から『独逸日記』への変貌 p .139～p .163参照。
18. 「鴎外選集」岩波書店第21巻昭和55年7月
小堀控一郎・解説～「鴎外の日記」～ p .359参照
「この日記が世間の読者大衆の眼を意識した補訂稿である、つまり一種の「作品」であ
ることを認るとしても、これが正味三年半に亘る鴎外のドイツ留学生活の最上の記録で
あるといふ、その史料的価値にそれほど欠損が生ずるわけではない。省略された部分に、
留学中の彼の私生活に関はる微妙な秘事や真相が含まれてゐたであらうことは勿論推測
されるのであるが、筆者鴎外自身がそれを伏せた以上は、我々がそれをとやかく穿撃すべ
きではあるまい。我々後世の読者としては現存の『独逸日記jをそのあるがままに受け取
り、かつ読み解くより以上のことはできないのである。J
討議要旨
中井善幸氏から、鴎外の独逸滞在のうち、ベルリンにいた 1年は当初計画
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を1年延期したものだが、その 1年の滞在費等の問題、またドレスデン行き
についての動機などについて詳細を識っていれば教示願いたいとのコメント
があり、発表者から、ベルリン滞在費は軍から出ていたことは確かであると
思う、石黒日記などにもその経緯が若干記されている。また期間延長のこと
については、はっきりしたことはわかっていないが、当時弟から鴎外にあて
た書簡などによってその間の事情がわずかながらわかるとの発表があった。
ジアネス・バードマン氏から、ドイツ滞在の前半の 3年間、鴎外は社交的
に明るく過しているにもかかわらず、最後の 1年は何か暗欝な影があるよう
に発表されたが、その 1年に何か専門的な責任ある仕事が大幅に加わってき
たことも理由のーっとなっているのではないかとの質問があり、発表者から、
石黒の来独によって、公私にわたって、彼に緊張した形で仕えなければなら
なかったことがやはり主な要因だったと思う、との返答があった。
長谷川座長より、ドイツ最後の 1年のことにふれて『舞姫Jのモデル問題
についても今後追求されるであろうとのコメントがあった。
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